
みなさん、こんにちは！青木祐貴と申します。私は2016年４月から2017年３月までの１年間、阿南市
を離れて東京のB&G財団へ出向していました。今回はB&G財団での研修について報告します。

初めての広報の仕事
B&G財団では広報課の配属となりました。SNSを使った情報発信やブログ作成、現場での写真撮影やマ
スコミ回り（取材依頼）など、初めての広報業務に携わる中で、普段から情報に気を配ることや、魅力的
に伝える方法を考えることの大切さを実感しました。
何よりも自分自身の視野を大きく広げることができた１年間でした。B&G財団で学んだことを今後の業
務に活かすとともに、多くの方々に水辺の安全知識や海の楽しさを伝えていきたいです。

B&G財団の活動は、財団公式サイトをご覧ください。https://www.bgf.or.jp/

B&G財団での研修を経て
財政課　主事　青木　祐貴

B&G財団って？
B&G財団（公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団）は、青い海と緑の大地を活動の場
とし、海洋性レクリエーションや自然体験活動などを通して、青少年の健全育成と幼児から高齢者までの
“心とからだの健康づくり”を推進しています。1973年の設立以降、
全国各地にその活動拠点となるB&G海洋センター（艇庫・プール・
体育館）を建設し、地元自治体に無償譲渡してきました。現在、海洋
センターは全国471カ所にあります。
みなさん、阿南市にも海洋センターがあることはご存じですか。艇庫
が大潟町に、体育館が津乃峰町と那賀川町に、そして、昨年６月に新
しく完成したプールが那賀川町にあります。ぜひ地図などで確認して
みてくださいね。 那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

つながったB&Gのネットワーク
東京へ戻った７月以降は、都内小学校での水辺の安全教室
や障がい者カヌー体験会などに参加し、指導の勉強に励み
ました。また、財団事業を学ぶために全国各地へ出張する
こともありました。マリンスポーツやキャンプ、植樹祭、
避難所開設訓練などさまざまな事業を通して、全国の指導
者と出会い、ネットワークを築けたことも成果の一つです。
このつながりを今後も大事にしたいです。

カヌーの指導

いざ沖縄！　～地域づくりに貢献する指導者になるために～
2016年６月、沖縄県本部町にて、全国から集まった自治体職員や海
洋センター担当者84人とともに、約１カ月間に及ぶ合宿研修に臨み
ました。
この研修は、海洋センターを活性化し、地域づくりに貢献する指導者
を養成するために、B&G財団が1976年から実施しているもので、現
在までに約１万9000人の指導者を輩出しています。規律ある集団生
活の中で、カヌーやヨットなどの海洋スポーツや水泳の指導法、安全
管理、施設運営などの知識や技術を学びました。

研修のようす
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